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昭
和
十
六
年
開
校
の
城
北
中
学
は
、
開
学
当
初
は
、
市
ヶ
谷
佐
内
坂
の
上
に
仮
校 

舎
が
あ
っ
た
。
公
立
中
学
の
受
験
に
失
敗
し
た
私
は
、
捲
土
重
来
の
意
気
込
み
で
志 

願
し
た
と
こ
ろ
無
事
合
格
し
た
。
集
ま
っ
た
同
級
生
た
ち
は
、
こ
の
学
校
の
恵
ま
れ 

た
教
育
環
境
に
す
ぐ
溶
け
込
ん
だ
。
新
設
中
学
の
た
め
、
近
藤
薫
明
校
長
は
学
生
指 

導
に
気
合
が
こ
も
っ
て
い
た
。
国
語
の
村
野
、
英
語
の
難
波
先
生
な
ど
、
今
で
も
思 

い
出
す
。
学
生
た
ち
も
大
半
が
公
立
校
に
失
敗
し
て
の
捲
土
重
来
の
意
気
込
み
で
、 

授
業
に
取
り
組
ん
だ
。
仲
間
意
識
も
固
く
、
同
期
生
の
親
睦
の
集
ま
り
「
城
北
一
期 

の
会
」
は
今
で
も
年
に
三
回
開
か
れ
て
い
て
、
た
の
し
く
談
笑
し
て
い
る
。 

 

け
れ
ど
も
一
年
制
後
半
、
十
二
月
八
日
に
真
珠
湾
の
攻
撃
で
日
米
戦
争
が
始
ま
っ 

て
情
勢
は
一
変
し
た
。
最
初
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
攻
略
し
、
ジ
ャ
ワ
、
ビ
ル
マ
と
快 

調
に
侵
攻
は
進
む
が
、
体
制
を
整
え
な
お
し
た
ア
メ
リ
カ
の
空
軍
が
出
撃
し
猛
反
撃 

を
始
め
る
と
、
日
本
は
敗
戦
に
次
ぐ
敗
戦
で
太
平
洋
か
ら
追
い
落
と
さ
れ
、
つ
い
に 

サ
イ
パ
ン
島
が
陥
落
し
た
。 

 

サ
イ
パ
ン
か
ら
は
米
空
軍
機
が
日
本
に
来
襲
で
き
る
距
離
だ
。
当
時
学
校
の
授
業 

は
無
く
な
り
、
生
徒
は
毎
日
、
凸
版
印
刷
の
板
橋
工
場
で
勤
労
動
員
に
従
事
し
て
い 

た
。
私
は
も
う
学
校
に
い
る
時
で
は
な
い
、
男
子
た
る
も
の
戦
闘
に
参
加
し
て
国
防 

に
身
を
さ
さ
げ
る
時
だ
。
し
か
し
一
兵
卒
で
は
つ
ま
ら
な
い
。
将
校
に
な
っ
て
お
役 

に
立
ち
た
い
と
思
い
、
陸
士
を
志
願
し
た
が
、
近
眼
は
受
験
で
き
な
い
。
経
理
学
校 

な
ら
ば
近
眼
Ｏ
Ｋ
と
い
う
こ
と
な
の
で
受
験
し
、
合
格
し
た
。
四
年
生
の
十
一
月
に 

入
校
し
た
の
で
、
城
北
は
卒
業
で
き
な
か
っ
た
が
、
戦
後
、
卒
業
が
認
め
ら
れ
た
。 

以
上
が
僕
の
城
北
時
代
だ
。 


